
平成２４年度 認定中心市街地活性化基本計画のフォローアップに関する報告 

 

平成２５年３月 

沖縄市（沖縄県） 

Ⅰ．平成２４年度フォローアップ結果のポイント 

○計画期間；平成22年 3月～平成27年 3月（5年 1月） 

 

１． 概況 

沖縄市は、平成22年 3月に沖縄市中心市街地活性化基本計画の内閣総理大臣の認定を受け、「コ

ザらしい生活ができるまち～商店街から交流街へ～」を活性化のテーマに掲げ、合計 50 の活性化事

業を計画に盛り込み、中心市街地の活性化に向けた取り組みを開始した。 

その後、合計 16 事業（平成 22 年度に 13 事業、平成 23 年度に 3 事業）を新たに追加し、現在では

66の活性化事業に取り組んでいるところである。 

計画期間の中間年度にあたる平成24年度までに 18 事業が完了（全体の 27％）、43 事業が実施中

又は取り組みを継続中（全体の65％）、そして 5事業が未着手（全体の8％）となっている。 

本市における大きな課題である、商店街の活性化においては、老朽化が進み日中でも薄暗く、危険

を伴っていたアーケードの改修を、「胡屋地区商店街商業環境整備事業」として、経済産業省の戦略補

助金を活用して実施し、商店街が明るくリニューアルされた。当該事業を契機に商店街側の活性化に

対する意識が更に向上するなど、大きな事業効果を上げることができた。また、同じく戦略補助金を活

用して実施した「胡屋地区リノベーション事業」では、長期間放置されていた空き店舗がリノベーション

により新たな商業・公益施設として生まれ変わり、商店街におけるにぎわいの創出に大きく寄与してい

る。 

そのほかにも、商店街においては、隣接するミュージックタウンとも連携を図り、様々な集客イベント

が実施され、空き店舗の解消及び雇用の創出を目的とした「植物工場」を、沖縄振興特別推進交付金

（一括交付金）を活用して設置するなど、あらゆる活性化事業を総合的かつ一体的に実施することで、

商店街を中心とする中心市街地全体の歩行者通行量の増加に大きく寄与している。 

しかしながら、数値目標の達成に大きく寄与しているものの、こうした歩行者通行量の増加が、商店

街での消費といった経済的な波及効果につながっているとは必ずしも言えず、今後は商業者等との連

携を一層強化し、個店の魅力向上を図るなど、波及的な効果を高めるための取り組みを推進する必要

がある。 

基本計画に掲げるもう一つの目標指標である都市福利施設の利用者増加に資する事業としては、

社会福祉センターの建設をはじめ、コザ運動公園の体育館の建て替え、本県唯一の動物園であるこど

もの国の施設改修が完了するなど、都市福利施設の充実が着実に図られている。体育館の建て替え

により、これまでよりも多くの人々に利用されるようになったほか、プロバスケットボールリーグ「ｂｊリー

グ」の公式戦が開催されるようになり、中心市街地への集客に大きな効果を上げている。さらに、同運

動公園では、老朽化した野球場の建て替え工事が現在行われており、建て替え後はプロ野球の公式

戦の開催にも対応する施設となることから、今後更なる集客が期待されている。 

また、若者に対する就労支援をはじめ子育てに関する相談や一時預かりを行う中心市街地就労等

支援施設（ファミリーサポート・ジョブカフェ）を商店街の空き店舗を活用して新たに設置するなど、都市 

 



 

福利施設の充実による中心市街地の新たな付加価値が創出されている。 

このように都市福利施設の整備も着実に進み、多くの利用者実績をあげているが、中心市街地にお

ける居住人口は依然として減少傾向が続いている。今後も引き続き中心市街地における定住促進を図

るとともに、居住ニーズや共同住宅等の供給状況等の実態を適切に把握しながら、良好な居住環境の

整備を進める必要があると考えている。 

平成 22 年度から実証実験として運行を開始した「沖縄市中心市街地循環バス事業」は、これまでに

延べ約23万人、1日あたり平均200名近くの方々に利用されている。当該事業は、中心市街地の主要

施設を結ぶルートを設定することにより、中心市街地における回遊性の向上、生活利便性の向上を図

り、中心市街地におけるインセンティブとして付加価値を生み出し、中心市街地におけるにぎわいの創

出及び定住の促進を目的に実施している。利用者からは大変好評いただいており、歩行者通行量の

増加並びに都市福利施設の利用者の増加に大きく寄与している。これまでの実証実験の検証を踏ま

え、中心市街地の活性化に向けて必要不可欠な交通機能として、平成 25 年度からは本格的な事業と

して本格運行へ移行することとしている。 

このように計画に掲載する事業が概ね計画通り実施され、着実に効果をあげているところであるが、

「山里第一地区市街地再開発事業」や「コリンザ再生事業」が事業の進捗に遅れが生じている。これら

事業は、中心市街地活性化を図る上でも重要な事業として位置付けられていることからも、今後は関

係機関等との連携を強化し、確実に事業を推進していく必要があると考えている。 

 

２．目標達成の見通し 

目標 目標指標 基準値 目標値 最新値 
前回の 

見通し 

今回の 

見通し 

コザ文化を基軸とした 
まちなか交流の促進による 
にぎわいの創造 

歩行者通行
量（休日） 

5,964 

人/日 

（H21） 

6,302 

人/日 

（H26） 

8,974 

人/日 

（H24） 

- ③ 

中心市街地全体としての 
付加価値の向上による 
生活環境の改善 

都市福利施
設の年間利
用者数 

907,457 

人/年 

（H20） 

1,021,057 

人/年 

（H26） 

1,228,500

人/年 

（H24） 

- ③ 

注）①取組（事業等）の進捗状況が順調であり、目標達成可能であると見込まれる。 

②取組の進捗状況は概ね予定通りだが、このままでは目標達成可能とは見込まれず、今後対策を講じる必要がある。 

③取組の進捗状況は予定通りではないものの、目標達成可能と見込まれ、引き続き最大限努力していく。 

④取組の進捗に支障が生じているなど、このままでは目標達成可能とは見込まれず、今後対策を講じる必要がある。 

⑤取組が実施されていないため、今回は評価対象外。 

 

３．目標達成見通しの理由 

① 目標指標「歩行者通行量（休日）」について 

・当該目標の達成を図るための各事業の着実な実施により、中心市街地のにぎわいを徐々に取り

戻しつつあり、現時点で、既に目標値を上回っている。 

・特に、「胡屋地区リノベーション事業」の実施による新たな魅力ある店舗の新規出店や「胡屋地区

商店街商業環境整備事業」によるアーケード改修などにより商店街が明るくなり、商店街のイメー 

 



 

ジアップが図られた。これにより新規顧客の誘客など、事業実施による一定の効果が得られた。 

・また、「プロムナードコンサート事業」や「沖縄国際アジア音楽祭」のほか、沖縄振興特別推進交付

金を活用した「ライブハウスサーキット」、「まちなかエクスプローラー」等の音楽イベントが、コザ・ミ

ュージックタウンを中心に継続的に展開され、「音楽のまち沖縄市」としてのイメージアップと来街者

の集客につながっている。 

・「山里第一地区市街地再開発事業」や「コリンザ再生事業」について、事業の進捗に遅れが生じて

おり、現時点で事業効果が発現していないが、引き続き計画を推進していくことで目標達成は可能

と考えている。 

 

② 目標指標「都市福利施設の年間利用者数」について 

・当該目標の達成を図るための各事業の着実な実施により、主要施設における利用者数の大幅な

増加が図られており、現時点において既に目標値を上回っている。 

・コザ運動公園では体育館の建て替えにより利用者が増加し、また、社会福祉センター・男女共同参

画センターの建設及び沖縄市中心市街地就労等支援施設の設置では、当初見込みを大きく上回

る利用実績をあげている。 

・今後は、現在実施中のコザ運動公園内野球場の建て替え事業が平成 25 年度に完了予定であり、

更に利用者の増加が見込まれるほか、沖縄こどもの国において、ワンダーミュージアム（参加型の

展示施設）内の展示を大きくリニューアルする予定であるなど、都市福利施設の機能がより充実

し、更なる利用者増加が見込まれることから、目標達成は可能と考えられる。 

・一方、図書館の整備を行う「コリンザ再生事業」については、地権者との調整等に時間を要し、事業

の進捗に遅れが生じている。関係機関等との連携を強化し、引き続き事業実施に向けて取り組む

必要がある。 

 

４．前回フォローアップと見通しが変わった場合の理由 

・本市は今回が初めてのフォローアップとなる。 

 

５．今後の対策 

・今後は、着実に増加している目標指標の数値について定着を図るため、ソフト事業等を継続的に

実施していくとともに、経済的な波及効果や居住人口の減少などの課題に対し、各事業の効果を検

証するとともに必要に応じて新たな事業等の追加を検討していく必要がある。 

・また、沖縄県においては平成 24 年度から沖縄振興特別推進交付金（一括交付金）が創設されるな

ど、これら政策資源を有効に活用し、更なる活性化に向け検討を行う必要がある。 

・その他、進捗に遅れが生じている主要事業については、着実な事業実施に向け、関係機関等と連

携を図り進めていくことが必要である。 

 

 

 

 

 



Ⅱ．目標毎のフォローアップ結果「コザ文化を基軸としたまちなか交流の促進によるにぎわいの創造」 

「歩行者通行量（休日）」※目標設定の考え方基本計画P58～P71参照 

１．調査結果の推移  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※調査方法；歩行者通行量調査 

※調査月；毎年度6月調査 

（平成24年度は台風のため9月に実施） 

※調査主体；沖縄商工会議所 

※調査対象；8調査地点の歩行者及び自転車 

 

 

２．目標達成に寄与する主要事業の進捗状況及び事業効果 

①．胡屋地区リノベーション事業（NPO法人コザまち社中） 

事業完了時期 【済】H22  ※H23から継続して実施中 

事業概要 長期空き店舗を改修し、コミュニティー施設や新規商業者向けのチャレンジシ

ョップを設置、運営することで商店街の活性化を図り、まちのイメージアップを

図り、賑わいを創出する。 

事業効果又は進

捗状況 

平成22年度に商店街内の長期空き店舗3件のリノベーションを行い、若者向

けのチャレンジショップや商業施設がオープンし、新たな来街者の集客に寄

与している。また、託児スペースを併設した就労支援施設である沖縄市中心

市街地就労等支援施設の設置や、市民活動の交流拠点として市民活動交流

センターをリノベーション事業で設置するなど、多様な機能を複合的に整備す

ることで様々な層の来街者が訪れるようになり、賑わいの創出に寄与してい

る。 
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目標値 

年度 歩行者通行量（休日） 

平成21年度 5,964人／日（基準値） 

平成22年度 7,475人/日 

平成23年度 8,524人/日 

平成24年度 8,974人/日 

平成26年度 6,302人/日（目標値） 

 



 

②．プロムナードコンサート事業（沖縄商工会議所） 

事業完了時期 【実施中】H22～   

事業概要 中心市街地においてまちなかコンサートを開催するとともに、プレミアム付き

商品券の販売や割引クーポン付きチラシの配布等により、個店及び商店街全

体の魅力を高め、商店街での売上向上に資する取り組み行う。 

事業効果又は進

捗状況 

平成 22 年度より、毎年 15 回程度のまちなかコンサートを開催するとともに、

プレミアム付き商品券を発行（H22：300万円、H23～H24：550万円）し、商店街

等の売り上げ向上に寄与している。また、個店の魅力を高めるため、一店逸

品運動の取り組みを合わせて実施することで、相乗効果によるにぎわいの創

出に寄与している。 

 

③．【追加】胡屋地区商店街商業環境整備事業（沖縄市一番街商店街振興組合・沖縄市サンシティ商店街振興組合） 

事業完了時期 【済】H23～H24 

事業概要 中心市街地の中核的な商店街である一番街商店街及びサンシティ商店街に

おいて、商業環境整備としてアーケードの一部改修等を実施することにより、

商環境のイメージを向上させ、商店街の活性化を図る。 

事業効果又は進

捗状況 

平成 23 年度に老朽化したアーケード及び照明設備の改修等を実施し、商店

街が明るくリニューアルされ、イメージアップにつながっている。また、平成 24

年度には防犯カメラの整備を実施し、安心安全な商店街として商業環境の改

善が図られている。 

 

④．山里第一地区市街地再開発事業（沖縄市山里第一地区市街地再開発準備組合） 

事業完了時期 【実施中】H22～H26 

事業概要 住宅棟、商業施設棟のほか、スポーツ施設やクリニックモール等、地域の生

活利便性施設や公益性の高い施設を整備し、街なか居住の促進を図る。 

事業効果又は進

捗状況 

地権者との調整などに時間を要し、事業の進捗に遅れが生じている。今後は

引き続き地権者及び関係機関等との連携を強化し、確実な事業の実施に努

める。 

 

⑤．コリンザ再生事業（沖縄市） 

事業完了時期 【未】H21～H24 

事業概要 市が区分所有している複合商業施設「コリンザ」をコンバージョンし、老朽化し

た図書館を移転・整備することにより、都市福利施設の充実・強化を図る。併

せて、商業集積や雇用促進施設などの業務機能を強化することにより、中心

市街地におけるビジネス拠点を形成する。 

事業効果又は進

捗状況 

地権者との調整などに時間を要し、事業の進捗に遅れが生じている。平成 25

年度にはコリンザの再生に向けた事業計画の策定を行う予定であり、引き続

き関係機関等との連携を強化し、確実な事業の推進に努める。 

 



 

３.目標達成の見通し及び今後の対策  

・基本計画に掲載する着実な事業の実施により、数値目標を現時点で大幅に上回る8,974人（基準年比

3,010 人増、約50％増）となった。 

・調査地点別では、特にミュージックタウン前が大幅に増加しており、これは「プロムナードコンサート事

業」や「沖縄国際アジア音楽祭」のほか、沖縄振興特別推進交付金を活用した「ライブハウスサーキッ

ト」や「まちなかエクスプローラー」等の音楽イベント事業が同施設周辺で継続的に開催されたことなど

が増加の要因と考えている。 

・また、これまで減少傾向だった商店街周辺の通行量についても回復傾向を示しており、長期間空き店

舗として商店街のイメージを損なっていた建物が、リノベーション事業により新たな魅力ある店舗や交

流施設として生まれ変わり、さらには、老朽化により日中でも薄暗かった商店街のアーケードが改修

され、商店街に明るさを取り戻し、商店街のイメージアップによる効果が現れたと考えている。 

・平成 22 年度から実証実験として「沖縄市中心市街地循環バス事業」を実施し、1 日平均 200 名近くの

利用実績を上げ、利用者から大変好評を得ている。中心市街地内の商店街や都市福利施設を結ぶ

ルートを設定することで、中心市街地での回遊性向上、生活利便性の向上を図り、バス利用者による

にぎわい創出及び都市福利施設の利用者増加に大きく寄与している。平成 24 年度には市民及び利

用者からのルート拡充に対する要望を受け、路線を 1ルートから 2ルートに拡充し、平成25年度から

は本格的な事業として本格運行へ移行することとしている。 

・今後も、これら取り組みによる効果を定着させるために、各イベント事業などソフト事業を継続的に実

施していくことで、計画に掲げる数値目標の達成は可能であると考えている。 

・一方で、こうした賑わいの回復が必ずしも経済的な波及につながっていないことから、今後は商店街

等の商業者と連携した取り組みや個店の魅力を高めることによる売上の向上など、各活性化事業の

波及的な効果を高めるための取り組みを検討・実施する必要がある。 

・主要な事業として位置付けている「山里第一地区市街地再開発事業」及び「コリンザ再生事業」につい

ては、進捗の遅れが生じているため、引き続き事業の推進に取り組む必要がある。 

・今回実施したフォローアップについて、中心市街地活性化協議会をはじめ、商店街やまちづくりに関

わる関係団体と共有を図り、課題の解決を図るとともに、更なる活性化に向けた取り組みを連携して

行っていくこととする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アーケードの改修により 
明るさを取り戻した商店街 

リノベーション事業により 
新たにできた商業テナント 

中心市街地の主要施設を結ぶ 
中心市街地循環バス 



Ⅱ．目標毎のフォローアップ結果「中心市街地全体としての付加価値の向上による生活環境の改善」 

「都市福利施設の年間利用者数」※目標設定の考え方基本計画P71～P78参照 

１．調査結果の推移  

 

年 年間利用者数 

平成20年 
907,457人／年 
（基準値） 

平成21年 920,740人／年 

平成22年 1,034,355人／年 

平成23年 1,052,863人／年 

平成24年 1,228,500人／年 

平成26年 
1,021,057人／年 
（目標値） 

※調査方法；各施設からの報告による実績値合計 

※調査月；毎年1月取りまとめ 

※調査主体；沖縄市 

※調査対象；中心市街地内の都市福利施設（5施設） 

 

２．目標達成に寄与する主要事業の進捗状況及び事業効果 

①．（仮称）社会福祉センター・男女共同参画センター建設事業（沖縄市） 

事業完了時期 【済】H20～H22 

事業概要 福祉活動拠点施設整備並びに男女共同参画社会の実現にむけた拠点施設

整備を行う。 

事業効果又は進

捗状況 

平成22年度に施設整備が完了し、供用を開始している。年間の利用者は、当

初見込みが 37,126 人だったところ、供用開始初年度の平成 23 年は 24,162

人、2年目の平成24年は28,939人と着実に増加している。 

 

②．都市公園事業（こどもの国公園）（沖縄市） 

事業完了時期 【実施中】H22～H26 

事業概要 バリアフリー法や国土交通省策定の都市公園の移動等円滑化整備ガイドライ

ン、防災機能の強化など、社会情勢の変化に対応するための整備を行い、誰

もが居心地の良いまちづくりを推進する。 

事業効果又は進

捗状況 

平成22年度に施設内にエスカレータを設置するとともに、園路整備を実施。 

平成 25 年度には施設内の多目的広場に併設されている野外ステージの改

修を実施予定。 
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③．コザ運動公園体育施設整備事業（沖縄市） 

事業完了時期 【実施中】H20～H25 

事業概要 老朽化した体育館や野球場の改築及び（仮称）多目的センターの新設等によ

り、国内外の各種スポーツ大会等を誘致開催し、交流の拠点としての推進を

図る。 

事業効果又は進

捗状況 

体育館の建て替えにより利便性が向上したことにより利用者が増加している

ほか、高校総体やプロスポーツ（プロバスケット「bj リーグ」）の試合会場として

も活用されている。平成 25 年度には野球場の建て替え事業が完了予定であ

り、更なる利用者の増加が見込まれる。 

 

④．【追加】沖縄市中心市街地就労等支援施設（沖縄市） 

事業完了時期 【済】H23  ※H24から継続実施中 

事業概要 中心市街地における子育て世帯・高齢者等の就労活動支援及び就労者に対

する子育て支援施設を整備・運営する。 

事業効果又は進

捗状況 

平成 23 年度に施設を整備し、利用者数は平成 23 年度の 5,132 人から平成

24年度には9,408人（当初見込み：3,500人）まで増加しており、中心市街地に

おける新たな機能として定着が図られている。また、当該施設は商店街内に

立地していることから、歩行者通行量の増加にも寄与している。 

 

⑤．コリンザ再生事業（沖縄市）  【再掲】P5参照 

 

３.目標達成の見通し及び今後の対策  

・基本計画に掲載する事業の実施等により、数値目標を現時点で大幅に上回る1,228,500人/年（基準

年比321,043 人増、約35％増）となった。 

・施設別ではコザ運動公園、社会福祉センター・男女共同参画センター、沖縄市中心市街地就労等支

援施設において利用者が増加している。 

・コザ運動公園においては、体育館の建て替えが完了したことから、市民のみならず高校総体やプロス

ポーツ等の開催にも利用されるなど幅広く活用される施設となった。今後は、野球場の建て替え事業

が完了する予定であり、機能の更新・充実により、利用者は更に増加すると見込まれる。また、同球

場はプロ野球球団のキャンプ地であり、さらには公式戦の開催にも対応した施設となることから、広域

からの集客施設として中心市街地への波及効果が期待される。 

・こどもの国においては、エスカレータの整備によってバリアフリー化が進んだことに加え、平成25年度

にはワンダーミュージアム（参加型の展示施設）内の展示を大きくリニューアルする予定であり、引き

続き利用者数の増加が見込まれる。 

・平成 22 年度から実証実験として「沖縄市中心市街地循環バス事業」を実施し、1 日平均 200 名近くの

利用実績を上げ、利用者から大変好評を得ている。中心市街地内の商店街や都市福利施設を結ぶ

ルートを設定することで、中心市街地での回遊性向上、生活利便性の向上を図り、バス利用者による

にぎわい創出及び都市福利施設の利用者の増加に大きく寄与している。平成 24 年度には市民及び

利用者からのルート拡充に対する要望を受け、路線を1ルートから2ルートに拡充し、平成25年度か

らは本格的な事業として本格運行へ移行することとしている。 



 

・現時点で目標値を大幅に上回る実績をあげているが、野球場の建て替え事業やこどもの国の展示リ

ニューアルなど、今後整備が完了する事業によって更なる施設利用者の増加が見込まれることから、

引き続き計画を推進することで計画に掲げる数値目標の達成は可能と考える。 

・一方で、都市福利施設の整備が着実に実施され、施設利用者の増加につながっているものの、中心

市街地内の居住人口は依然として減少傾向が続いている。今後は中心市街地内への定住を促進す

るため、居住ニーズや共同住宅等の供給状況等の実態を把握しながら、良好な居住環境の整備を進

める必要がある。 

・図書館の整備を行う「コリンザ再生事業」については、地権者との調整等に時間を要しており、事業の

進捗に遅れが生じていることから、今後は、関係機関等と連携をより強化し、引き続き事業の推進に

努める必要がある。 

・今回実施したフォローアップについて、中心市街地活性化協議会をはじめ、商店街やまちづくりに関

わる関係団体と共有を図り、課題の解決を図るとともに、更なる活性化に向けた取り組みを連携して

行っていくこととする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建て替えられた体育館 空き店舗のリノベーションにより 
設置された就労等支援施設 

新たに整備された社会福祉センター・
男女共同参画センター 


